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承
し
た
ロ
地
震
な
ど
の
専

門
家
に
荊
象
毒
絞
っ
た
意

■

’ 地
震
や
火
山
の
研
究
者
を
対
象
と
す
る
共
同
湧
信
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
東
日
永
乗
震
災
後
お
国
と
し
て
の
防
災
対
策
の
在
り
方
は

言
娠
存
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
教
訓
が
生
か
せ
て
い

な
い
と
懸
念
す
る
意
見
が
、
回
答
者
の
卯
％
近
く
を
占
め
る
こ
と

が
廻
日
、
分
か
っ
た
。
回
答
し
た
野
人
の
研
究
者
の
う
ち
跳
人
だ

っ
た
。
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震災アンケート
の
判
断
の
誤
り
や
、
社
会

と
の
関
わ
り
の
薄
さ
を
反

省
す
る
声
も
あ
っ
た
。
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っ
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発
事
故
の
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に
、
地
震一

再
び
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る
と
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が
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に
当
た
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肥
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つ
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識
調
査
の
実
施
例
は
少
な

い
。
防
災
対
策
の
現
状
に

研
究
者
が
強
い
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
こ
と
が
浮
き

春分の日
〒422畠8033

爾雨市酸河区壁呂3-1-1
智一 一画‐‐一

静 岡新聞社
一一電詣<05野282乱111

月決め29両百蔚綴澱
1部1加円(消貿税込み）

I

､静岡新聞社2016
彫
り
に
な
っ
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妬
人
命
乙
が
、
想

定
を
大
き
く
上
回
る
地
震

や
災
室
晟
岑
後
も
起
き

る
」
と
答
え
た
。
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や
、
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蝋
を
指
摘
す
る
声
と
し

て
「
（
自
分
の
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究
が
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広
く
社
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っ
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い
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す
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と
」
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査
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「
体
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や
法
律
を
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す
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べ
き
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し
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コ
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